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有有益益性性ににつついいててのの国国際際比比較較 
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1. はじめに 

我が国の研究力強化を実現するための基本方針を示す第6期科学技術・イノベーション基本計画にお

いて、多様な知識を持ち寄る「総合知」による社会変革という科学技術・イノベーション政策の推進

が提言されている[1]。具体的には、分野多様性が高い研究チームの結成が重要視されており、その効

果にも期待が高まっている。税金などを原資とし、国民の未来に繋がる成果も期待される公的研究助

成が効果的に活用されているかを評価する上で、その成果を長期的な影響や、社会実装の観点を含め

て多様な視点で解析することが望まれる。しかしながら、我が国において研究チームの多様性がその

研究アウトプットにもたらす影響については未解明な部分が多いのが現状である。 

免疫アレルギー疾患研究を例にとると、同領域は症状が多臓器にまたがること、小児から成人まだ

長期にわたって症状が出現することなどが原因となって、複数の分野や専門にまたがる研究の現状を

正確に把握することが難しかった。そこで、疫学調査、基礎病態解明、治療開発、臨床研究等を長期

的かつ戦略的に推進するため、アレルギー疾患対策基本法に基づく「免疫アレルギー疾患研究 10 か年

戦略 (研究 10 か年戦略)」が 2019 年に策定された[2,3,4]。本研究は、我が国の研究 10 ヵ年戦略の中

間見直し・評価等に寄与する国際比較を行

う。具体的には、科研費基盤 A (基盤 A)、米

国国立衛生研究所（NIH）、英国医学研究会

議（MRC）、ヒューマン・フロンティア・サ

イエンス・プログラム (HFSP)の研究助成プ

ログラムに焦点を当て、免疫アレルギー領

域に特化した研究チームの多様性を複数の

指標を用いて測定・比較する。また、これ

らの多様性指数と研究アウトプットの相関

関係を調査し、研究チームの多様性がその

研究アウトプットにもたらす影響について

考察する。 

 

2. 先行研究 

免免疫疫アアレレルルギギーー疾疾患患研研究究 1100 かか年年戦戦略略とと戦戦略略にに関関係係すするる研研究究成成果果のの国国際際比比較較： 

アレルギー疾患対策基本法、アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針に基づき、免疫アレ

ルギー疾患領域における研究の現状を正確に把握し、疫学調査、基礎病態解明、治療開発、臨床研究

等を長期的かつ戦略的に推進するために策定された[2]。我が国全体で進める免疫アレルギー研究の今

後のあるべき方向性と具体的な研究事項を示している。先制的医療、横断研究、ライフステージに着

目した 3 つの大きな柱があり、それぞれが 4 つの戦略によって構成されている(図 1)[3,4]。我々は先

図 1: 免疫アレルギー疾患研究 10 か年戦略の各論と関連性 
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行研究において、AMED、NIH、MRCのアレルギ

ー研究プログラムに焦点を当て、各戦略に関

連する研究成果を層別化し、クラスター解析

を行ったところ、日本からはアレルギーの臨

床研究や、精密医療、微生物叢などの外的因

子と宿主因子との相互関係、さらに幼少児に

関連した研究成果が多く生み出されていた 

(図 2)[5]。 

             

多多様様性性指指数数にに係係るる先先行行研研究究：：    

 多様性指数は、データセットの多様性を評価す

るために設計された統計的指標であり、代表的な

ものとして、シャノン情報量や Simpson の多様度

指数が挙げられる。シャノン情報量はデータセッ

ト内の異なるカテゴリやアイテムの数、それの出

現確率に基づいて多様性を評価する指標である。

一方で、Simpson の多用度指数は、希少なカテゴ

リの存在を強調する指標であり、特定のカテゴリ

が他のカテゴリに比べて支配的である場合に高い

値を示す。また、データセット内に存在する異な

るカテゴリを単純に測定する Richness という指

標も広く使われている。昨年、本チームは All 

Science Journal Classification (ACJC)を利用し

てベクトル化した研究者の情報をもとに研究チームの多様性を図る独自の異分野融合指標を提唱した。

本研究では、対象の研究者について発表論文の ASJC をもとに、上記の４つの多様性指標を国際比較し

た (図 3)。  

 

3. 結果・考察 

オープンデータベース等から基盤 A, NIH、MRCが助成する免疫アレルギー領域の研究プログラムのう

ち2017-2021年に採択されたチームにおいて、研究者の論文や報告、発表などの研究アウトプットを抽

出した。また、HFSP において、免疫アレルギー領域の研究プログラムに限定はせず、日本人の研究者

を含むチームを 2017-2021年の期間で年間 3件ずつ抽出した。最終的には、基盤 A  9 チーム、NIH 12

チーム、MRC 10チーム、HFSP 15 チームを抽出し、約 8000 件の出版論文をもとに分析を行った。 

 

((11)) 助助成成事事業業ごごととのの分分野野多多様様性性のの比比較較  

 本研究では、研究者が専門とす

る分野に着目し、分野数の平均

値・シャノンウィナーの多様性度

指数、Simpson の多様性度指数、

そして独自指標である異分野融合

指標の５つの指標を用いて多様性

を評価した。 

 

l 図 4 に示すように研研究究助助成成ププ

ロロググララムムにによよっってて、、研研究究チチーー

ムムがが持持つつ多多様様性性にに異異ななるる特特徴徴

がが見見らられれたた。。 

l 特に、NIH は全指標におい

図 4：各助成プログラムの多様性の比較 
分野数（チーム全体での分野数・各研究者の分野数を加算したもの）・シャノンウィナーの多様性度指数、

Simpsonの多様性度指数はそれぞれの研究者の分野多様性を測定したのちに、チームごとの平均を算出 

図 3：異分野融合指標（独自指標） 

図 2: 日米欧アレルギー研究成果のクラスター解析と、10か年戦略
との関連 
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て、多様性度指数がやや低かった。 

 

((22)) 助助成成事事業業ごごととのの相相関関関関係係のの比比較較  

 本研究では、研究アウトプットの指標として、

研究者の論文数・被引用数・Top1% / 10%論文

数・F W C I 値・国際共著論文数、そして産学連

携論文数を使用し、助成事業ごとの多様性との相

関関係を比較した。  

 

• HFSP は、多様性指標に関わらず、複数の研究

アウトプットで強い相関関係を示した。 

• KAKEN の研究プログラムにおいて、研究チー

ムの多様性と研究アウトプットの相関は限定

的だった。 

 

4. 結語 

本研究では、研究チームの分野多様性と研究

アウトプットの関係性の分析、及びその国際比

較を目的として科研費(基盤 A)、MRC、NIH、HFSP

において免疫アレルギー領域に特化した研究チームを対象に分析を行った。その結果、複数の多様性

指数（分野数・シャノンウィナーの多様性度指数、Simpson の多様性度指数）において助成事業ごとに

異なる分布が見られた。これらは、助成事業が研究を採択する際に使用している条件に起因している

かもしれない。ただし、研究チームの多様性と研究アウトプットの相関関係は各国の助成事業を通し

て普遍的なものではなく、HFSP において複数の多様性指標と研究アウトプットで最も強い相関関係が

された。 

本研究の限界と今後の方向性について述べる。まず、本研究はチームの分野多様性と研究アウトプ

ットの相関を分析し国際比較しているものの、因果関係を明らかにする分析にまでは至っていない。

そのため、独立変数（チームの分野多様性）が従属変数（研究アウトプット）に影響を与えるメカニ

ズムや、なぜ助成事業ごとに異なる相関が示されたのかを十分に議論できていない。今後は、媒介分

析等の手法を取り入れて、相関関係の中間要因を特定することが考えられる。次に、本分析では、研

究チームの多様性を研究者の分野数に着目して算出したが、今後は研究者の所属やタイトル、国籍や

性別といった別の多様性に関する変数を分析に入れたさらなる検証が考えられる。最後に、本研究は、

複数の分野や専門にまたがる研究が必要とされるという観点から、免疫アレルギー領域の研究プログ

ラムを対象とした。本検証は研究チームの多様性の有益性を明らかにする一歩であると同時に、課題

や問題が複雑化する昨今において、他の領域においても研究チームの多様性が研究力強化や科学技

術・イノベーションにどのように貢献するかという議論が期待される。 
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図  5 : 各助成プログラムの多様性と研究アウトプットの比較 
＊重相関係数の二乗 R2 乗が 0.７以上の相関関係がある助成事業を記載。()に示されて

いるものは R2 乗が 0.6 台であった助成事業である。p<0.01。 
＊FWCI：Field-Weighted Citation Impact. 論文の被引用数を、その論文と同じ出版年・

分野・文献種の論文の世界平均（基準値）化した指標 
＊国際共著論文: 複数著者の中に、外国機関に所属している著者がいる論文数。 
＊産学連携論文数：複数著者の所属として、民間と大学の両方が登録されている論文数。 
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